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５/２６(火)に第１回学校運営協議会が開催されました。会長に長谷川委員
(加積地域振興会　会長)、副会長に平野委員(片貝地域振興会　会長)が
選出されました。

　校長の入井委員から、まず、目指す学校の姿
は清流小の校歌に由来するもので、創立時の
願いを今後も大切にしたいとの思いを述べま
した。また、学校運営のキーワードの一つとし
て、「保護者、地域との連携・協働」を通して、
ふるさとへの理解と愛着を育むとともに、豊
かな人間性の育成につなげたいと説明があり
ました。委員からは、地域の活動と学校教育目
標とのつながりや具現化の在り方について質
問があり、その後の協議でも地域学校協働活
動の在り方について、具体的な意見交換がな
されました。

清流小学校

【蝶六の取組について】

・昨年、子供の参加が増えたことで、地区の
街流しの人数も増え、活気があった。学校の
取組のよい影響と考えている。

・敬老会で子供たちが蝶六を披露してくれた。
地区の方々はとても喜んでいた。

など、地区からの高評価の一方で

・夜の練習は保護者送迎が必要で、出にくい
家庭もある。

との意見もあり、

・学童の時間や加積の体育館で放課後の時
間にできないか。

・土曜活動の「サロンアップル」での活動は可
能である。

など、積極的な意見交換となりました。

【地域との連携・協働について】

・米作り　サツマイモ栽培について、
せっかくの体験活動なので、栽培、
収穫で終わるのではなく、家でご飯
が炊けるように、料理ができるよう
になど、学習の広がりを期待したい。

・地域資源を活用し、校区の人との
ふれあいが実感できるような「まち
たんけん」なども実践してほしい。

など、学校の取組への具体的なアイ
ディアも意見として出されました。

地区の方からの指導(昨年の様子)

田植え体験サツマイモ苗植え

学校運営のグランドデザイン


